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ビジネス・ケース

株式会社ハニーズ l

秋池 篤

東北学院大学経営学部講師

1 .はじめに

本稿はアパレル産業のうち、東北発の企業である株式会社ハニーズ(以下、ハニーズ)に焦点

を当て分析を進めていきたい。構成としては、まずハニーズのケースの基本情報について紹介し、

特徴についてより詳細な説明をしたのちに、今後の戦略を検討する上での観点を紹介したい。

2.ハニーズの戦略分析

2.1.ハニーズの基本情報

ハニーズは福島県いわき市に本社を構えるアパレル企業である。事業内容としては、主に婦人

服に関する販売や商品の企画を行っており、 2016年7月においては日本国内に847庖舗、中国

に481庖舗を展開している(ハニーズHp2より)。その歴史は、 1978年に有限会社エジリの設立

が発祥であり、まず福島県いわき市に庖舗が構えられ、 1983年にはいわき市外にも進出し始め、

1985年には企画製造部門のハニークラブが設立された(ハニーズHPより 3)01986年12月に現

在の社名に変更された後も順調に成長を続け、 2003年にジャスダック、 2005年には東証一部へ

の上場を果たしている(ハニーズHPより 4)。

このハニーズに関して、まず10数年程の売上高と経常利益率の推移を見てみよう(図1)。売

上高に関しては2008年の約620億円までは上昇傾向にあることがわかるo その後は600億円前

1 本稿は2016年度「ビジネス・ケース研究nJの講義用資料として作成・配布したものを一部加筆・修正し
たものである。データなどは当時のものが使用されていることに留意されたい。また、本稿は文献資料を基に

作成しており、解釈の誤りなどが存在した場合、それは筆者の貨に帰すものである。

2 株式会社ハニーズ「財務・業純情報庖舗データJhttps://www.honeys.co.jp/ir/data/shop.html (2016年
9月13日最終アクセス)

3 株式会社ハニーズ「会社概要沿革Jhttps://www.honeys.co.jp/company/outline/history.html (2016年9
月14日最終アクセス)
4 株式会社ハニーズ「会社概要沿革Jhttps:l/www.honeys.co.jp/company/outline/history.html (2016年9
月14日最終アクセス)
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f去を*lt持している。この売上高約 600億円とはどのぐらいの規模なのか、ハニーズと同じように

衣!IIlや版物の小う'己りをしている企業と比較することとする九表lはハニーズと同業種でかつ東証

一部に凶している企業を eolを用いて、売上高JijIlに並べたものである。この表を見ると、ユニク

ロで有~，なフ ァース トリテイリングが約 1 兆 6800 億円と圧倒的な存在であり、その次にしまむ

らが続くという形になっていることがわかる。ハニーズはその 14帯Hに位置しており、スーツ

の販売で有名なコナカやはるやまの売上規模と近い。これを見ると、ハニーズは開業種の東証一

部上場企来-の'1'では、それほど大きな存在ではないように思える。 しかしながら、他の多くの衣

服小売りの企業は紳士服と婦人}J~を両方とも提供しているのに対して、 婦人JJ!Æを専門にしている

ハニーズがこの売上規模である点は注目に値するであろう。-)jで、経常利採率に|期しては似12

を比ると経常利話率で 2005年に 16%を超える経常利益率となったのち、そこをピークに現在

国 1 ハニーズの売上11.5と経常利益率の推移
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データ/llJiff:株式会社ハニーズ布側証券報tl;-II~: (第26WJ (2∞4 {ド)-第38JUJ (2016))より 6

5 eol (hllp:l/eoldb.jp/EolDb/Search/CompanySearch.a叩 x2016年9)J14 1111，(終アクセス)において「見，(.1iE
一日IU に以しており、 ~H(が rl<lIIf .版物小，/1:.りJ(FACTSET)である1I":A'~を羽1111\している 。

6 なお、第38JUJ (2016"ド)に"己載されている iM1 は"j>;fi;~では、 2015{I'-のものとして倣っている。名年の決銑
は鳴:~"1: 5 )Jにhわれたもので作成されている。以ドのデータも川線である。
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は低下傾向にあることがわかる。 2015年の経常利益率は、 2%を下回っている。

2.2.ハニーズの事業

ここからは、ハニーズがどのように自社の事業を展開しているのかについて記述していく。ま

ず初めに現在アパレル企業のビジネスモデルとして主流の SPAについて紹介したのち、ハニー

ズがどのような形でこの SPAをアレンジしているのか記載する。その後、ハニーズのマーケテイ

ング戦略に関して、ターゲット層と彼らが運営するプランドの変化について指摘する。最後にハ

ニーズが如何に中国市場への進出を果たしたのかに関して記述する。

2.2.1. SPAとは

アパレル産業では現在SPAと呼ばれるビジネスモデルが主流となっている。このSPAとは、

"specialty store retailer of private label apparel"の略で、「製造小売り業Jと呼ばれることもあ

るという(岩崎.2012)。苗 (2014)によれば日本でも有名な GAP社によって1987年に発表が

なされ、その際記者によって“SPA"と略されたという。この SPAと呼ばれるビジネスモデルは

ハニーズにおいても採用されている。ハニーズの事業の特徴を指摘するにあたって、まずこの

SPAについてまとめていく。

SPAは、「自社企画プランドを中心に展開するアパレル製造直売専門庖チェーン業態J(南，

2009 p.l81より引用)と定義される。一般的にモノが消費者の手に届くまでにはいくつかのプロ

セスを経る。まずどのようなモノを作るのかという企画を行い(工業製品であると研究・開発も

含む)、モノを作るための材料を購買し、それらを合わせてモノとして製造し、最終的に販売す

るというプロセスを経る。 SPAはこれらのプロセスを自社企業の手で一括に管理するという点

表1 i衣服・履物小売りjの東証一部企業 売上高ランキング

企業名
売上高

(百万円)
企業名

売上高

(百万円)

ファーストリテイリング 1.681.781 11 ジーフット 103.933 

2 しまむら 546.058 12 ライトオン 78，228 

3 良品計画 307.532 13 コナカ 69.130 

4 青山商事 240.224 14 ハニーズ 58.225 

5 ゼピオホールデイングス 221.391 15 はるやま商事 54.380 

6 アダストリア 200，038 16 タカキュー 24，320 I 

7 AOKIホールデイングス 188，594 17 さが美 20，959 

8 チヨダ 144.504 18 京都きもの友禅 12.413 

9 西松屋チェーン 132，810 19 ジーンズメイト 9，308 

10 ノ'¥，レ 114.410 20 オンリー 7.130 

データ出所:eol (http://eoldb.jp/EolDb/Search/CompanySearch.aspx20l6年9月14日最終アクセス)より
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に特徴がある(池尾他.2010:南.2003:南.2009) 0 各プロセスを別々ではなく一括で行うこと

によって、企業はメリットを享受することができる。南 (2003)では、 SPAを採用することで、

企業は一貫した製造計画とマーケテイング計画が可能となるのに加えて、消費者市場情報の収集

も可能となると指摘している(図2)0SPAは販売部門を有することによって、実際の売上情報

や消費者の好み(ニーズ)という情報が獲得できるようになる。売上情報を持つことによって、

どのくらいの量の服を製造すればよいのか、在庫をどのくらい持てばよいのかなどの意思決定の

正確性が高まる。また、売上情報に加えて実際に消費者と接し、会話する中で消費者がどのよう

な服を求めているのかなどの情報を察知でき、企画の場においても有益なものとなる。そして、

SPAは製造部門を持つことで、得られた情報をもとにその好みを反映させた製品を企画し、そ

れを必要な数だけ素早く生産できるようになる。

もしこれらの要素が別々に存在していたとしたらどうなるかを考えてみよう。企業が製造・企

画機能しか有しておらず、販売機能を有していなかったとしたら、売上数量や好みに関する情報

は他企業が有することになるo 企業がこのような情報を入手するためには他金業に頼ることに

なってしまい、そのような情報を得るためには、コストが余計にかかってしまう 7。また、自社が

販売機能しか保有していなかったとしたら、せっかく売上数量やニーズに関する情報を持ってい

ても、それを企画・製造してもらうためには、相手に頼ることになってしまい、そこにコストが

生じ時間も余計にかかっててしまう。 SPAはこれらの情報の取得、実施のための調整に係るコ

スト・時間を節減することで、各機能をバラバラに運営するよりも低コストかつ市場に対して素

早く対応することを可能とするのである 80

図2 SPAによって得られる 2つの情報
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出所:南 (2003)の記述を参考に筆者作成

7 このような、取引先の選定、取引先との契約、取引先の監視など相手企業との取引に係るコストを取引費JU
と呼ぶ (e.g.Coase. 1960: 1988)。なお、ニーズ情報などの情報を、それが発生している場所から異なる場所に

移転するために係るコストのことを vonhippel (1994)はStickyinformationと呼んでいる。

8 このような市場の需要に対して素早く対応できるタイプのSPAをQR(Quick Response)型SPAと呼ぶ(南.

2009)。
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2.2.2.ハニーズのSPAの特徴① 多品種小ロット生産

前項においてはSPAの概要に触れた。企業はSPAを採用し、主に販売、企画、製造にかかわっ

ていくことで、市場のニーズに比較的低コストで素早く応えることが可能となる。それでは、ハ

ニーズではこのSPAをどのように実施しているのであろうか?本項ではハニ}ズのSPAの特徴

について紹介していく。

日本のアパレルメーカーで代表的な存在であるユニクロが大ロットでの大量生産を軸にモノづ

くりを進めているのに対して (e.g.斎藤，2014)、ハニーズは多品種小ロット生産方式での生産を

実施しているという(ハニーズHp9)。この多品種小ロット生産とは、多種多様な製品を少量ず

つ作っていくということである。個人のニーズも多様化している現在においては、様々なニーズ

に対応して製品を製造することを可能とするこの生産方式は非常に効果的である。 ZARAも同

様の生産方法を採用しているという (e.g.斎藤，2014)。しかしながら、多品種小ロット生産には

大きな課題が存在する。 1つは在庫の問題である。多種多様な製品の1つ1つの在庫量は多くな

くとも総量としては大きなものになってしまう。また、生産コストの問題も生じる。少量の生産

となると規模の経済や経験曲線効果(詳細に関しては、網倉・新宅，2011などの経営戦略論のテ

キストを参照のこと)も働きづらい。

そのような課題を解決するために、ハニーズではいくつかの工夫を行った。在庫管理に関して

は、物流システムを効率的にして、またPOSシステムを導入し、本社、物流センター、販売庖

の聞を結ぶことによって、在庫量と売上数量を同時に把握し、それらデータを活用することで対

応した(ハニーズHPより 10)。また、製造に関しては中国における製造では、協力工場に委託し

ているという(日経BP，2003)。しかしながら、近年中国では人件費の上昇が課題となっている(日

経BP，2011)。そのような背景もあり、 2012年にはミャンマーに自社工場を建設した(ハニーズ

HPより 11)。そして、この工場の立ち上げに際しては、いわき市の物流センターにある縫製工場

で働いている社員から縫製技術を移転しようと試みられたという(日経BP，2011)。このような

ハニーズの取り組みによって、ハニーズの多品種小ロット生産は実現されているのであるo

2.2.3.ハニーズのSPAの特徴② 素早い商品企画

ハニーズのSPAの特徴として、その商品開発の早さも上げることができるであろう。ハニー

9 株式会社ハニーズ rHoneysのものづくり 句を切り取る、素早い決断。 SPAシステムでは、業界最速の約

40日間で新商品が庖頭に並びます。Jhttps:/ /www.honeys.co.jp/cornpany I policy _Ol.htrnl 2016年9月14日
最終アクセス

10 株式会社ハニーズ rHoneysのものづくり 無駄のないシステムで売れ残りゼロを目指すJ
https:/ Iwww.honeys.co.jp/cornpany Ipolicy _02.html 2016年9月13日最終アクセス
11 株式会社ハニーズ「会社概要沿革Jhttps:llwww.honeys.co担Icornpany loutline/history.html (2016年9
月14日最終アクセス)
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ズHp12によると約40日間で庖頭に新商品が並び、これは「業界最速」であるとのことである 130

このような素早い商品企画体制はハニーズの強みの1つであろう。素早く商品を消費者に届ける

ためのハニーズの取り組みを紹介しよう。

ハニーズが自ら商品を企画しようとした際、いかにデザインに関するノウハウを蓄積するかが

課題となったという(日経BP.2007)。そのような問題に対処するために、社長の江尻氏は毎週

福島県から自社のデザイナーを実際に渋谷や原宿に派遣し、街の人たちを観察してもらうことで

流行をつかもうとした(日経BP.2007) 140 渋谷や原宿を歩く人たちはいわば流行の最先端にいる

人たちであり、そのような人々を観察することで、今後の流行を捉えようとしたのである 150

先端的な消費者を観察することによって流行やニーズを把握しようという取り組みとして、他

にも販売と企画の間に庖舗情報システム ISというものが存在し、これによって販売情報が素早

く商品企画部門に届く(ハニーズHp16)。素早く販売情報を得ることによって、売れ筋商品など

のデータを素早く商品企画に活かすことが可能となったo また、素早く商品を庖頭に並べるため

には、製造と企画の間の調整も重要となる。この点に関してハニーズは、中国の協力工場と直接

本社で面会することで、調整を行ったという(西頭他.2005)。対面でのコミュニケーションを行

うことで、細かい部分まで素早く決めることができる。またその際にハニーズにおいては協力工

場が、実際に生地を持ってきて、おEいに確認しあうことでスムーズに生産に移行できるように

したという(西頭他.2005)。なお、西頭他 (2005)の記事に記載されている商品企画から実際

の製造に至るまでの流れは以下の通りである。

まず、月曜日にではデータ集計を行い、火曜日・水曜日には庖舗情報の収集を行い、庖員から

消費者の好みなどを仕入れる。これらのデータとタウンウォッチングや社内モニターの結果とを

あわせこんで木曜日にはデザイナーやバイヤーが服を提案していくことで、デザインが決定さ

れる。金曜日には委託工場の責任者と打ち合わせをし、発注がなされるという(以上、西頭他.

2005)。

このような工夫を行い、ハニーズは商品を他社よりも素早く提供することが可能となったので

12 株式会社ハニーズ iHoneysのものづくり 句を切り取る、素早い決断。 SPAシステムでは、業界最速の約

40日間で新商品が庖頭に並びます。Jhttps:/ /www.honeys.co.jp/company /policy _01.html 2016年9月14日
最終アクセス

13 ファストファッションメーカーとして著名な ZARAのリードタイム(デザインから庖頭まで)に関しては、

南 (2009) がレピユ}した結果、既存デザインの修正や追加の場合 2 週間、新しいデザインであると 4~5週

間であると記載されている。南 (2009)は、 Mintelグループの調査報告書の抜粋レポート(正式な名称は記

載されていない)やBarry，N. (2004) .Fast fashion. European Retail Digest. Spring (以上;書誌情報につい

ては、南.2009 P.201の記載に基づく)を参照しているとのことである。このようにハニーズが本当に業界

最速であるかは疑問もあるが、一般的なアパレル企業より素早い対応が可能と認識しうるであろう。

14 西顕他 (2005)によると、ハニーズではこれをタウンウォッチングと呼んでいるようである。

15 このように、その後市場で受け入れられるようなニーズに早くから直面するようなユーザーを vonHippel 

(1986)は「リードユーザーJと呼んでいる。企業は、今回のハニーズは原宿という日本のファッションの最
先端の場所にいるリードユーザーに着目して企画を実施したケースとも解釈できる。

16 株式会社ハニーズ iHoneysのものづくり 徹底した分析による効率のよい庖舗体制」

https://www.honeys.co.jp/company/policy_03.htmI2016年9月13日最終アクセス
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ある。そして、これらの工夫から帯和されたノウハウはなかなか他社には山似のできない模倣凶

難なもの (e.g. Barney， 1991. 2002)といえよう。

2.3.ハニーズのターゲット・ブランド

次に、ハニーズのターゲットや製品ラインについてみていこう 。 ハニーズは財人}j~を専門とし

て事業を拡大してきた。その主な対象は若い女性である。LI経BP(2014)の制交においては、

25 -29歳の好きな洋服ブランドの9帯日に位世している。低合lIif持で、ありながら流行をとらえた

製品で、人気を博していることがうかがえる。しかしながら、近年その対象は徐々に拡大してきて

いる。表2はハニーズの各年の有価証券報告1!?に記11成しているハニーズの対象ユーザーの年齢

をまとめたものである。2011年に発行された第33JUJの布側証券報告訂以前のものでは、ハニー

ズが対象としているユーザーは 10代前半から 30代後半であった。しかしながら、 2012年に発

行された第34期の有価証券報告行より後は 10代前半から40代までと変吏されている。 そして、

第38期の有価証券報告刊:(2016年発行)においては、 10代から 50代までターゲットが拡大さ

れている (詳細については、 表2を参照)。 これは、ターゲツト府をこれまでの若者向けのみな

らずより大人向けに広げていこうとしていることが想定される。このように、ハニーズは徐々に

ターゲットとする年齢層を広くし、幅広い女性府に訴求しようと試みたことがわかる。

表2 ハニーズのターゲットの変選

有価証券報告書 (発行年) 記載されているターゲット

第26期 (2004年) 10代前半-30代後半 (P.7)

第27期 (2005年) 10代前半-30代後半 (P.7) 

第28期 (2006年) 10代前半-30代後半 (P.7)

第29期 (2007年) 10代前半-30代後半 (P.7)

第30期 (2008年) 10代前半-30代後半 (P.7)

第31期 (2009年) 10代前半-30代後半 (P.7) 

第32期 (2010年) 10代前半-30代後半 (P.5)

第33J剖 (2011年) 10代前半-30代後半 (P.5)

第34期 (2012年) 10代前半-40代 (P.5)

第35期 (2013年) 10代前半-40代 (P.5)

第36J明 (2014年) 10代前半-40代 (P.5)

第37朋 (2015年) 10代前半-40代 (P.5)

第38期 (2016年) 10代から 50代 (P.5)

出所株式会社ハニーズ 「ギifJlli証券f.1(';I;"，':=J(第26WJ (2∞4 "1:) -第38JUJ(2016{1'))の文Ij-より。

39 



経営・会計研究第22号

このようなターゲット層の拡大に伴いハニーズのプランドの編成も変更されてきた。有価証

券報告書を見ると、「ジ、エイハニーJ17の記載がなくなったのは2009年からであり、その後2010

年の有価証券報告書から、新たなプランドとしてコンブオートベーシックが追加された。 2016

年9月時点では、ハニーズは婦人服プランドとして CINEMACLUB (以下、シネマクラブ)、

GLACIER (以下、グラシア)、 C・u.L.Z.A(以下、コルザ)、 Comfortbasic (以下、コンフオー

トベーシック)という 4つのプランド編成で事業運営されていた(ハニーズHPより 18)190 シネ

マクラブは、「着まわしのきく大人カジ、ユアルプランドJ(ハニーズHPより引用 20)をコンセプト

としている。グラシアは「大人の女性のためのおしゃれ着ブランドJ(ハニーズHPより引用 21)、

コルザは、「流行に遊び心を加えたヤングカジ、ユアルプランドJr若い女性の通勤カジ、ユアルJ(以
上、ハニーズHPより引用 22)、コンブオートベーシックは、「普段着からお出かけ着まで様々な

用途にお答えするカジ‘ユアルプランドJ(ハニーズHPより引用 23) となっている 240

2.4. 中国への進出

ハニーズは現在中国でも自社製品の販売を行っている。平成18年 (2006年) 4月に上海に現

地法人を設立して以来(第38期ハニーズ有価証券報告書より)、中国の若い女性に商品を提供し

支持を集めてきた(坂田・瀬戸， 2010)。坂田・瀬戸 (2010)によると、中国の庖舗に対しては、

協力工場から物流工場へ運ばれ、そこから直接中国庖舗に運ばれ、価格は日本と同等もしくは1

割程度高い値段で販売されているという。このような成功の背景には、素早い庖舗展開と現地化

の取り組みが存在する。前者に関しては、社長のリーダーシップの下、海外アパレルメーカーが

跨踏するような場所にも積極的にオ}プンしてきたという(坂田・瀬戸，2010)。

単に中国に素早く進出するのみならず現地化25も試みられている。日本の品ぞろえをそのまま

中国に適用するのではなく、中国の消費者が求めるようなものに現地化することで、彼らのニー

ズを満たすことが可能となるo ハニーズはこの点に関して、庖舗で中国人向けの商品を取りそろ

17 小川 (2009)に記載されているハニーズの資料 (p.l5図表12ハニーズの4プランドの特徴)を見ると、そ
の特徴はf13--35歳を対象にスポーツ系、ストリート系を組み合わせたジ}ニングカジュアルJ(小川.2009
p.l5図表1.2の文言より引用)であるとのことであり、コンフオートベーシックと近いターゲットであったこ

とがわかる。

18 株式会社ハニーズ「プランドJhttps://www.honeys.co.jp/brand/ (2016年9月13日最終アクセス)
19 なお、 2017年4月30日に株式会社ハニーズ rHoneysOnline ShopJ (http://www.honeys-onlineshop.com/ 
shop/ defaultaspx)にアクセスするとコンフオートベーシックはなくなっている。しかしながら、当時の状況
を記述するために本稿では4つのプランドとして記載する。

20 株式会社ハニーズ rCINEMACLUBJ https://www.honeys.co.jp/brand/cinema_c1ub.html (2016年9月13
日最終アクセス)

21 株式会社ハニーズrGLACIERJhttps:/ /www.honeys.co.jp/brand/glacier.html (2016年9月13日最終アクセス)
22 株式会社ハニーズ iCOLZAJhttps://www.honeys.co.jp/brand/colza.html (2016年9月13日最終アクセス)
23 株式会社ハニーズ iComfortbasicJ https://www.honeys.co.jp/brand/comfort_basic.html (2016年9月13
日最終アクセス)

24 小川 (2009)を見ると、グラシア、シネマクラブ、コルザの各プランドのコンセプトも時代の変化とともに
その内容が変化していることがわかる。

25 新宅・中川・大木 (2015)においては新興国進出における現地化の重要性を指摘している。

40 



株式会主iハニーズ

えるようにしているという(坂田 ・瀬戸.2010)。しかしながら、 この現地化を達成するために

は現地のニーズを正しく把握する必要がある。それは単純に達成できることではない。そこで、

ハニーズは日本に留学して来ている学生などを和極的に採用することによって、 中国市場のニー

ズ把握に努めてきている (鞠.2015)。このような取り組みの結果、ハニーズにおける中国の現

在の売上高に占める割合は大きなものになっている。図3、医14はハニーズの日本と中国の売上

高、!古制i数を比較したものである。これらの図を見ると、徐々にハニーズにおける中国の存在感

が増してきていることがわかる。中国での成功はハニーズのさらなる海外展開を視野にいれた際、

70.000.000 

60.000.000 

50.000.000 

s::: 40.0∞.000 

Fト30.000.0∞

図3 ハニーズの中国と日本での売上高比較
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貴重な経験となるであろう。

3.ハニーズの戦略を考える上で

以上のように、ハニーズは独自のSPAシステムを構築することによって、素早く顧客ニーズ

に対応することを可能とし、日本のみならず中国でも人気を博してきた。その背景には、社長の

リーダーシップ、これまで各部門で培われてきたノウハウやITを活用した情報共有などが存在

した。

しかしながら、ハニーズの現状を考えてみると考慮すべき点も存在している 260 日本市場にお

いては、まず競合との競争の激化が予想される。 ZARAやH&MやForever21などの海外の有

力ファストファッションメーカーが日本の地方都市にも庖舗を有するようになってきている 270

これは東京での流行を素早く全国の地方都市へ届けるというビジネスモデルを採用してきたハ

ニーズにとっては脅威となりうる話。加えて、アパレルの市場規模自体も近年縮小傾向(岩崎.

2012)にある。それらの要因を加味すると、既存のSPA同士での競争は激化していくことが予

想される。さらに、衣服のインターネット通販サービスなど29、新たなビジネスモデルも登場し

ている。インターネット通販は実際に庖舗に行かなくとも商品の購入が可能となるため、これも

既存のSPAにとっては大きな脅威となりうる。このように日本市場においてハニーズはますま

す厳しい状況の中で競争していかねばならない。

これは日本市場に限ったことではない。中国に関しでも近年経済成長が鈍化し(日本経済新聞

記事より 30)、これまでのような急激な規模の拡大は困難であろう。加えて海外アパレルメーカー

や中国現地のアパレルメーカーとの競争の激化も想定される。また、中国においては現在賃金が

急激に上昇しているo 日本貿易振興機構の調査(日本貿易振興機構 2015)によれば、中国の進

出している企業の 84.3%の企業が従業員の賃金上昇が課題であるとのことである 310 このような

要因が影響をしたのか定かではないが、ハニーズの2015年度の業績は中国での苦戦が響き純損

失となっているという(第38期ハニーズ有価証券報告書より)。

ハニーズはこれまで消費者のニーズをとらえた商品を素早く金画・製造、販売することによっ

て、消費者の支持を得てきた。しかしながら、ハニーズの今後の戦略を考える上では、上述のよ

うな様々な要素を考慮する必要がある。

26 検討要素の導出の際にはPorter(1980)の産業構造分析のフレームワークを参考にしている。
27 3社は宮城に脂舗を有している(各社ホームページより)。なお、 H&M社の HPによると山形にも進出し

ている(イオンモール天童内)。ページに閲する詳細は参考サイトに記載している。

28 ハニーズは主に首都圏郊外や地方都市に出庖を多くしてきたという(宇賀神他.2008)。
29 例えば、 ZOZOTOWN(http://zozo.jp/ 2016年9月14日最終アクセス)などが存在する。
30 日本経済新聞社「中国成長率、今年6.5%日経センター予測投資の抑制響くJ日本経済新rm2016年7月28
日朝刊6ページ
31 賃金の上昇は販売庖の阪売員の賃金の上昇や中周囲内の物流コストの上昇につながり、ひいてはハニーズの
コストの上昇にもつながりうる。
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